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全体会で、自己紹介に立つ副会長ら役員の皆さん

　総務委員会� （委員 12 名）◎ 理事

委 員 長◎元根　圭介　　浮 島 小（北筑後）
副委員長◎野田　芳彦　　古 川 小（南筑後）
委　　員◎福岡　信義　　菊 池 小（北筑後）
　 〃 　　古賀　智之　　大川桐薫中（南筑後）
　 〃 　　小栁　翔太　　南　　小（南筑後）
　 〃 　　小山田弘志　　上山田小（筑　豊）
　 〃 　　松本　洋一　　片 島 小（京　築）

母親代表
委　　員　中島　美香　　瀬 高 中（南筑後）
　 〃 　　野口　香織　　赤 池 中（筑　豊）

校　長　会
委　　員　橋本　五郎　　城 島 中（北筑後）
　 〃 　　石橋　雄二　　筑 後 中（南筑後）
　 〃 　　平田賢一郎　　稲築東小（筑　豊）

担当副会長
　　　　　清原　龍彦　　のぞみが丘小（北筑後）
　　　　　天野　　亮　　天 拝 中（福　岡）

　研修委員会� （委員 12 名）◎ 理事

委 員 長◎藤野　　勇　　直方東小（北九州）
副委員長◎早田　沙織　　安徳北小（母親代表）
委　　員　田村　成寛　　太宰府中（福　岡）
　 〃 　　林　　亮輔　　三 輪 小（北筑後）
　 〃 　　藤島　勇馬　　荒 木 中（北筑後）
　 〃 　　米丸　貴史　　宮若東中（北九州）
　 〃 　　菊池　信一　　赤 池 中（筑　豊）

母親代表
委　　員　大屋　順子　　のぞみが丘小（北筑後）
　 〃 　　江川　香代　　島 門 小（北九州）

校　長　会
委　　員◎渡邊　正則　　のぞみが丘小（北筑後）
　 〃 　　落石　　巧　　北勢門小（福　岡）
　 〃 　　佐々木恭生　　泉　　中（京　築）

担当副会長
　　　　　岡　　洋介　　大川桐薫中（南筑後）
　　　　　山田　道夫　　宝 城 中（北筑後）
　　　　　中村　雄司　　赤 池 中（筑　豊）

　広報委員会� （委員 13 名）◎ 理事

委 員 長◎下田　章人　　底井野小（北九州）
副委員長◎東山　忠志　　深 江 小（福　岡）
　 〃 　◎宮下　貴光　　椿 市 小（京　築）
　 〃 　◎岩野　展夫　　大野東中（校長会）
委　　員　佐々木　丘　　北勢門小（福　岡）
　 〃 　　木村　卓行　　安徳北小（福　岡）
　 〃 　　田中　伸治　　前原西中（福　岡）
　 〃 　　江藤　秀樹　　山 春 小（北筑後）
　 〃 　　浦田慎一郎　　木佐木小（南筑後）
　 〃 　　松田　将志　　八津田小（京　築）

母親代表
委　　員　尾垣　雅美　　千 束 中（京　築）

校　長　会
委　　員　香田　正文　　菊 池 小（北筑後）
　 〃 　　屋形　朋子　　桜舞館小（南筑後）

担当副会長
　　　　　川上　洋一　　大 木 中（南筑後）
　　　　　川原　未絵　　浮 羽 中（北筑後）
　　　　　香月まゆみ　　島 門 小（北九州）

　安全・調査委員会� （委員 11 名）◎ 理事

委 員 長◎塩川　辰郎　　穂波東小（筑　豊）
副委員長◎林田　宏貴　　自由ヶ丘小（福　岡）
　 〃 　◎菊次　晃一　　東宮永小（南筑後）
委　　員　倉住　泰平　　城 山 中（福　岡）
　 〃 　　植本　哲司　　黒 木 小（南筑後）
　 〃 　　山下　亮一　　下広川小（南筑後）
　 〃 　　小野　哲郎　　芦 屋 中（北九州）

母親代表
委　　員　石川　未来　　豊 原 小（南筑後）
　 〃 　　梶原　祐子　　赤 池 中（筑　豊）

校　長　会
委　　員　宇野　哲美　　直方第一中（北九州）
　 〃 　　大森　雅明　　山 田 中（筑　豊）

担当副会長
　　　　　廣瀬　　啓　　宝 城 中（北筑後）
　　　　　後藤　正和　　山 川 中（南筑後）

　家庭教育委員会� （委員 13 名）◎ 理事

委 員 長◎中本　瑞樹　　千 束 中（京　築）
副委員長◎川野　寛明　　桂 川 小（筑　豊）
　 〃 　◎宮﨑　里美　　直方東小（母親代表）
委　　員　平田　正規　　古賀東中（福　岡）
　 〃 　　武谷　昭男　　南 陵 中（北筑後）
　 〃 　　酒井真樹子　　中 友 小（南筑後）
　 〃 　　加治　将貴　　金 川 中（筑　豊）

母親代表
委　　員　松原多佳子　　天 拝 中（福　岡）
　 〃 　　池松　利恵　　立 石 中（北筑後）
　 〃 　　髙柳　起子　　仲 津 中（京　築）

校　長　会
委　　員　田中　敦典　　太宰府東中（福　岡）
　 〃 　　野副　秀二　　宮若西小（北九州）
　 〃 　　西　　浩子　　仲 津 小（京　築）

担当副会長
　　　　　秀村香織留　　椋 本 小（筑　豊）
　　　　　鬼頭　良典　　仲 津 小（京　築）

令和２年度 福岡県ＰＴＡ連合会 役員・委員名簿一
歩
一
歩
、
手
探
り
で
前
に

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の

委
員
会
活
動
ス
タ
ー
ト

福岡県ＰＴＡ連合会 委員総会を開催

コロナに負けないぞ！

　

福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
県

Ｐ
）
の
令
和
２
年
度
委
員
総
会

は
、
７
月
11
日
、
糟
屋
郡
篠
栗

町
の
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

Ｐ
の
活
動
を
け
ん
引
し
て
い
く

５
つ
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が

決
定
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の

正
副
委
員
長
が
選
出
さ
れ
て
、

委
員
会
活
動
が
実
質
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

委
員
総
会
の
全
体
会
で
松
尾

和
昭
会
長
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て

「
県
Ｐ
の
活
動
は
昨
年
度
と
同

じ
計
画
で
は
で
き
ず
手
探
り
が

続
き
ま
す
。
し
か
し
、
子
供
た

ち
の
た
め
に
保
護
者
の
皆
さ
ん

と
一
歩
一
歩
、
前
に
進
め
て
い

き
た
い
。
臨
機
応
変
に
や
っ
て

い
く
こ
と
も
大
切
」
と
あ
い
さ

長
す
る
目
的
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
総
務
、
研
修
、

広
報
、
安
全
・
調
査
、
家
庭
教

育
の
各
委
員
会
に
分
か
れ
て
の

開
催
。
初
顔
合
わ
せ
と
な
る
委

員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹
介
を
し
、

正
副
の
委
員
長
を
選
び
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
、
豪
雨
災
害

も
重
な
っ
て
委
員
会
の
欠
席
者

も
出
ま
し
た
が
、
会
場
か
ら

ケ
ー
タ
イ
で
連
絡
を
取
り
合
っ

て
委
員
長
・
副
委
員
長
が
選
出

さ
れ
た
委
員
会
も
あ
り
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
は
１
年
間
に
６
回

程
度
の
会
合
を
開
き
、
課
題
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

つ
。
秀
村
香
織
留
副
会
長
が
県

Ｐ
の
組
織
や
活
動
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
〝
新
〟
家
庭
教
育

宣
言
の
ブ
ロ
ッ
ク
説
明
会
や
広

報
紙
づ
く
り
研
修
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

学
校
給
食
教
室
が
中
止
に
な
っ

た
こ
と
や
、
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
・
ザ
・

非
行
ふ
く
お
か
福
岡
市
大
会
の

延
期
な
ど
の
対
応
策
に
つ
い
て

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。〝
新
〟

家
庭
教
育
宣
言
の
実
践
報
告
会

が
パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
博
多
区
）
に
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
研
修
会
が
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）
に
、
そ
れ

ぞ
れ
会
場
を
変
更
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
増
え

て
き
た
も
の
の
上
部
組
織
に
な

る
ほ
ど
男
性
役
員
の
割
合
が
多

い
現
状
で
あ
り
、
母
親
代
表
者

会
が
母
親
の
視
点
、
連
携
を
生

か
し
て
県
Ｐ
事
業
に
参
画
す
る

場
で
あ
る
こ
と
も
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い

う
組
織
に
つ
い
て
秀
村
副
会
長

は
「
社
会
教
育
関
係
団
体
で
あ

り
、
私
た
ち
保
護
者
が
学
び
成

　新型コロナウイルスで長くできなかった授業。福岡県内の小・中学校などでは、
マスクをつけ、3密を避けるなどの対策をして再開。夏休みも短縮して、授業の遅れ
を少しでも取り戻そうと努力が続いています。教室には、子どもたちの元気な声が
戻ってきています。
　写真は6月初め三潴郡大木町の大

おお

莞
い

小学校で。校内の「学校探検」を終わっ
て、教室に戻った子どもたち。
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Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
―
―
。
私
も
最

初
は
だ
れ
も
が
思
う
よ
う
に

「
な
っ
て
し
ま
っ
た
…
」
と
い

う
始
ま
り
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
よ
く
「
大
変
ね
」
と
言

わ
れ
ま
す
。
確
か
に
仕
事
、
家

事
、
育
児
、
プ
ラ
ス

α
、
大
変
じ
ゃ
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
実
際
に
現

実
化
し
て
し
ま
う
と
、

思
っ
て
い
た
「
つ
ら

い
大
変
さ
」
と
は
少

し
違
い
ま
し
た
。
少

し
そ
こ
を
お
話
し
て

み
ま
す
。

①
一
人
で
は
な
い
！

　

た
と
え
ば
行
事
や
、
作
業
で

何
を
や
る
か
。
必
ず
グ
ル
ー
プ

や
メ
ン
バ
ー
が
そ
こ
に
は
い
ま

す
。
一
人
で
考
え
て
、
行
動
し

た
り
、
作
業
し
た
り
、
結
果
を

出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
み
ん
な
同
じ
！

　

ほ
と
ん
ど
の
人
は
仕
事
、
家

事
、
育
児
に
プ
ラ
ス
α
で
始
め

て
い
る
ん
で
す
（
母
親
の
場
合

か
な
）。
な
の
で
事
情
が
お
互

い
理
解
で
き
る
し
、
理
解
し
や

す
い
の
で
、
協
力
は
当
た
り
前

に
な
り
ま
す
。

③
で
き
る
こ
と
！

　
で
き
る
と
き
！

　

な
に
ご
と
も
「must

」
は
な

い
ん
で
す
。「
絶
対
」「
必
ず
」

は
も
ち
ろ
ん
あ
り
得
ま
せ
ん
。

で
き
る
と
き
、
で
き
な
い
と
き

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど

も
や
仕
事
が
あ
れ
ば
、
突
発
事

項
は
な
い
は
ず
も
な
い
の
で
す
。

そ
れ
を
遠
慮
せ
ず
、
き
ち
ん
と

伝
え
ら
れ
る
ん
で
す
。
さ
ら
に

慣
れ
れ
ば
慣
れ
る
ほ
ど
ち
ゃ
ん

と
伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
、

無
理
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

④
知
り
合
い
が
増
え
る
…

　

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
視
点
が

違
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

引
っ
越
し
や
、
長
子
の
入
学
、

知
ら
な
い
環
境
に
飛
び
込
む
の

は
子
ど
も
同
様
、
不
安
、
緊
張

が
あ
り
ま
す
。
で
も
自
動
的
に

知
り
合
い
が
増
え
、
学
校
の
先

生
と
も
少
し
話
し
や
す
く
な
り
、

学
校
の
様
子
や
雰
囲
気
を
見
ら

れ
る
機
会
が
少
し
増
え
る
、
と

思
い
ま
す
。

　

私
の
個
人
的
感
想
、
理
解
で

す
が
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
て
役

員
か
ら
逃
げ
て
い
る
時
と
は
、

ち
ょ
っ
と
違
う
印
象
に
な
り
ま

し
た
。
み
ん
な
周
り
を
見
た
り
、

聞
く
と
、
本
当
に
同
じ
な
ん
で

す
よ
ね
。
そ
れ
が
分
か
る
と
、

「
あ
あ
無
理
せ
ず
に
や
れ
ば
い

い
ん
だ
、
お
互
い
さ
ま
」
な
ん

で
す
。「
す
み
ま
せ
ん
」
で
は

な
く
、
あ
り
が
と
う
の
関
係
が

成
り
立
つ
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
本
当
に
私
が
今
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
を
続
け
て
い
る
の
は
た
く
さ

ん
の
協
力
、
理
解
に
「
あ
り
が

と
う
」
の
気
持
ち
で
す
。
子
ど

も
に
少
し
は
見
せ
ら
れ
る
背
中

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
県
Ｐ
副
会
長
・
秀
村
香
織
留
）

　

古
賀
市
内
の
小
中
学
校
で
は「
Ｐ
Ｔ
Ａ
」に「
Ｃ
」

（Community

：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
加
え
て
「
Ｐ

Ｔ
Ｃ
Ａ
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
校
で
は

「
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
育
む
環
境
づ
く
り
や
学

力
向
上
の
た
め
の
支
援
体
制
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
毎
年
恒
例
の
美
化
作
業
や
花
い
っ
ぱ

い
運
動
で
は
多
く
の
保
護
者
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
会
報
「
東
風
」

の
発
行
、
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
バ
ザ
ー
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
特
別
委
員
会
は
地
域
の
方
々
を
中
心

に
平
成
26
年
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
の
改
善
と
学
力
ア
ッ
プ
を
ね
ら
っ
た
「
朝
勉
＆

朝
弁
」
の
取
り
組
み
（
早
朝
学
習
と
地
域
の
方
か

ら
の
温
か
い
食
事
の
提
供
）
を
行
っ
て
い
ま
す
＝

写
真
。

　

本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
４
月
当
初
の
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
総
会
の
中

止
、
各
種
行
事
の
中
止
に
よ
る
計
画
の
見
直
し
な

ど
、
活
動
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
本

格
的
な
活
動
再
開
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
準
備
を

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
日
を
迎
え
る
た
め
に
共
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
！

（
古
賀
東
中
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
会
長　

平
田　

正
規
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
ず
、
４
年
生
が
総
合
学
習
で
取
り
組

む
ヒ
シ
栽
培
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ヒ
シ
と
は
、
ク
リ
ー
ク
や
堀
を
利
用
し
て
大
木

町
で
伝
統
的
に
栽
培
さ
れ
て
き
た
植
物
で
、
10
月

ご
ろ
に
独
特
な
実
を
つ
け
、
そ
の
実
は
さ
ま
ざ
ま

な
レ
シ
ピ
で
、
お
い
し
く
食
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

今
年
も
６
月
12
日
に
無
事
に
苗
植
え
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
＝
写
真
。
苗
植
え
か
ら
収
穫

ま
で
を
地
元
に
住
む
水
落
眞
一
さ
ん
か
ら
20
年
に

わ
た
り
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
苗
は
隣
の

大
溝
校
区
の
田
中
月
子
さ
ん
に
ご
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

水
田
を
利
用
し
た
ヒ
シ
栽
培
は
、
朝
夕
の
水
張

り
の
管
理
、
害
虫
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
な

ど
想
像
を
絶
す
る
労
力
を
要
し
ま
す
。「
お
や
じ

の
会
」
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
有
志
で
苗
植
え
、
草
取
り
、

収
穫
な
ど
の
手
伝
い
を
行
い
ま
す
が
、
実
際
に
管

理
い
た
だ
い
て
い
る
水
落
さ
ん
へ
は
感
謝
の
念
に

堪
え
ま
せ
ん
。

　

他
の
行
事
や
見
守
り
活
動
で
も
多
く
の
地
元
住

民
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

も
学
校
、
保
護
者
、
地
域
の
連
携
の
も
と
、
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
木
佐
木
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

大
淵　

岳
）

福　岡

われらが「ＰＴＣＡ」！
● 古賀市立古賀東中

　

三
輪
小
学
校
は
、
全
校
児
童
７
６
７
名
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
は
、
５
４
８
世
帯
の
学
校
で
す
。
学
校
教

育
に
対
す
る
地
域
の
関
心
は
高
く
、
学
校
運
営
協

議
会
を
中
心
に
作
ら
れ
た
「
み
わ
道
」（『
み
ま

も
るeye

』『
ゆ
た
か
な
愛
』『
し
な
や
か
ア
イ
』）

を
も
と
に
、
家
庭
の
教
育
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

三
輪
小
学
校
の
特
徴
的
な
行
事
に
、
毎
年
11
月

に
保
護
者
や
地
域
も
参
加
し
て
行
う
「
み
わ
っ
子

文
化
祭
＆
Ｐ
Ｔ
Ａ
秋
祭
り
」
が
あ
り
ま
す
。

　

午
前
中
の
「
み
わ
っ
子
文
化
祭
」
で
は
、
小
学

生
が
学
年
ご
と
に
学
習
発
表
を
行
い
、
日
ご
ろ
の

学
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
＝
写
真
。
参
観
者
が

体
育
館
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
集
ま
り
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

午
後
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
運
営
協
議
会
主
催
の

「
秋
祭
り
」
と
し
て
、ゲ
ー
ム
や
お
化
け
屋
敷
な
ど
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
コ
ー
ナ
ー
に
子
ど
も
た
ち
が
大

勢
集
ま
り
、
わ
い
わ
い
と
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

20
年
近
く
続
く
こ
の
行
事
は
、
地
域
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
風
土
が
根
づ
く
、
三
輪
小
学
校
な

ら
で
は
の
取
り
組
み
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
年
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
点
か
ら
今
ま
で

通
り
の
形
で
の
開
催
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
三
輪
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

林　

亮
輔
）

「みわ道」～地域で子育て～
● 筑前町立三輪小

地域と共に　ヒシ栽培
● 大木町立木佐木小

南筑後

北筑後

科 学 館 情 報
福岡県青少年科学館

〈久留米市東櫛原町 １７１３、 ☎ ０９４２−３７−
５５６６ ㈹ FAX ０９４２−３７−３７７０〉

☆プラネタリウム番組情報「アポロ11：
ファースト・ステップ版」

☆開館30周年企画「アポロ展」
　1971年７月、月面着陸したアポロ15号
が持ち帰った「月の石」を展示します。
　また、アポロ宇宙船の模型展示やアポ
ロ計画の全容がわかる解説パネルで月
への挑戦を振り返ります。

　開催期間：９月５日（土）～９月21日（月・祝）
　休館日：９月７日（月）、14日（月）
　参加費：無料 
　※ただし、別途入館料が必要
（一般410円、児童・生徒210円、
　４歳未満・65歳以上の方は無料）

無
理
せ
ず
に
や
れ
ば
い
い
ん
だ

お
互
い
さ
ま

私とＰＴＡ

アポロ１５号が
持ち帰った
月の石

Ⓒ2019,MOONCOLLECTORS,
　LCC.



PTA通信PTA通信PTA通信 第288号 令和２年９月福岡県PTA連合会機関紙
（3）

　

中
間
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
研
修
委
員
会
主

催
の
「
保
護
者
に
よ
る
高
校
見
学
会
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
＝
写
真
。
例
年
、
保
護
者
の
希
望
を

と
っ
て
、
私
立
・
公
立
そ
れ
ぞ
れ
１
校
を
訪
問
し

て
お
り
、
令
和
元
年
度
は
、
９
月
17
日
に
、
約
30

名
で
希
望
が
丘
高
等
学
校
と
八
幡
南
高
等
学
校
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

両
校
で
は
、
高
校
の
先
生
方
か
ら
学
校
の
特
色

や
進
路
状
況
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
食
堂
や
図

書
館
な
ど
、
普
段
見
ら
れ
な
い
校
内
の
各
施
設
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
希
望
が
丘

高
等
学
校
で
は
、
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
系
列

で
学
ぶ
生
徒
さ
ん
に
よ
る
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
も

体
験
し
ま
し
た
。　

　

参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
学

科
が
あ
っ
て
驚
い
た
」「
高
校
の
特
色
を
よ
く
理

解
し
て
進
学
先
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

た
」「
受
験
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
た
。
子
ど
も
に
も
、

し
っ
か
り
伝
え
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

高
校
見
学
会
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
た
ち
に
学

校
選
択
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
有
意

義
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
中
止
と

し
ま
し
た
が
来
年
度
以
降
、
活
動
の
形
を
工
夫
し

て
、
ぜ
ひ
継
続
し
て
い
き
た
い
取
り
組
み
で
す
。

（
中
間
南
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

和
田　

朋
子
）

　

今
任
小
学
校
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深
い

小
規
模
校
で
す
。
児
童
は
、
地
域
の
祭
り
に
参
加

し
た
り
、
見
守
り
隊
の
方
々
と
元
気
に
登
校
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
生
か
し
、「
家
庭
学
習
」
の
推
進
が
で
き
な

い
か
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
が
連
携
し
て
考
え
ま
し
た
。

　

行
っ
た
取
り
組
み
は
「
う
ち
が
く
日
常
化
大
作

戦
」。
児
童
が
、
時
間
を
意
識
し
て
学
習
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。「
家
庭
学
習
が
ん
ば
り

カ
ー
ド
（
イ
マ
ト
ウ
テ
ト
リ
ス
）」
で
す
。
イ
マ

ト
ウ
テ
ト
リ
ス
に
は
３
つ
の
工
夫
が
あ
り
ま
す
。

「
目
標
時
間
が
見
え
る
」、「
量
や
変
化
が
見
え
る
」

「
保
護
者
と
先
生
の
評
価
が
見
え
る
」の
３
つ
で
す
。

　

児
童
は
、
15
分
で
１
つ
と
い
う
記
録
の
し
や
す

さ
か
ら
目
標
時
間
以
上
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た

＝
写
真
。
ま
た
、「
少
し
し
か
塗
れ
な
か
っ
た
と
き
、

次
の
日
は
増
や
そ
う
と
思
う
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
記
録
す
る
こ
と
を
通
し
て
、「
自
分
の
学
び

を
見
直
す
」
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
保
護
者

の
コ
メ
ン
ト
か
ら
は
「
毎
日
時
計
と
に
ら
め
っ
こ

で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」「
土
日
に
も
自
学
を
し

よ
う
と
や
る
気
が
で
て
き
ま
し
た
」
と
良
い
意
見

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

将
来
、
地
域
の
頼
も
し
い
支
え
と
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
、
今
後
も
取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
今
任
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

田
中　

隆
弘
）

意義深い保護者の高校見学
● 中間市立中間南中

　

行
橋
南
小
学
校
で
は
、
地
域
に
学
ぶ
ふ
れ
あ
い

活
動
と
し
て
、「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
を
通
し

た
心
の
交
流
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

３
年
生
は
地
域
の
方
か
ら
お
手
玉
や
こ
ま
回
し

な
ど
の
昔
遊
び
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
は

じ
め
は
う
ま
く
で
き
な
い
児
童
も
コ
ツ
を
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
し
だ
い
に
上
手
に
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
上
手
に
な
っ
た

３
年
生
が
１
年
生
に
教
え
る
こ
と
で
、
下
級
生
へ

と
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

４
・
５
・
６
年
生
は
、
米
作
り
を
体
験
し
て
い

ま
す
。
学
校
近
く
の
田
ん
ぼ
を
お
借
り
し
て
、
田

植
え
や
稲
刈
り
を
し
て
い
ま
す
＝
写
真
。
収
穫
し

た
も
ち
米
で
、
６
年
生
が
卒
業
記
念
の
も
ち
つ
き

を
行
い
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
方
と
の
も
ち
つ

き
は
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
楽
し
い
活
動
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
校
区
の
日
本
語
教
室
、
保
育

園
な
ど
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
活
動
で
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き

と
活
動
に
参
加
し
て
、
児
童
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
姿
を
多
く
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
児
童
も
た
く
さ
ん
の
方
に
見
守
ら
れ

て
、
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

（
行
橋
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

奥
畑　

隆
）

地域と楽しくふれあい活動
● 行橋市立行橋南小

うちがく日常化大作戦
● 大任町立今任小

　

２
月
、
安
倍
首
相
の
一
言
で
生

活
が
一
変
し
た
。
全
国
の
小
・
中

学
校
、
高
校
お
よ
び
特
別
支
援
学

校
に
対
す
る
臨
時
休
校
の
要
請
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
ど
う
す
る

の
か
？　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
を

い
か
に
守
る
の
か
…
。

　

自
問
自
答
の
生
活
が
続
く
中
、

鹿
児
島
県
の
あ
る
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
が
独
自
に
不
足
が
ち
な
マ
ス
ク

の
配
布
を
行
っ
て
い
る
と
の
ネ
ッ

ト
へ
の
投
稿
を
見
つ
け
た
。
そ
の

投
稿
か
ら
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
と
し

て
今
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

や
ろ
う
」
と
い
う
意
思
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

　

私
た
ち
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
言
っ
て
い

る
「
単
Ｐ
の
た
め
、
単
Ｐ
の
思
い

を
汲
み
取
っ
て
」
が
実
践
で
き
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
？

　

そ
う
自
問
し
た
時
、
答
え
は
直
接
現

場
に
赴
い
て
、
現
場
の
意
見
、
思
い
を

聞
く
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
思
い
に
至
っ
た
。
前
年
ど
お
り

の
事
業
を
計
画
し
、
熟
し
て
い
く
こ
と

が
本
当
に
単
Ｐ
、
ひ
い
て
は
会
員
の
み

な
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
に
寄
り

添
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
？　

望
ま
れ

る
新
し
い
事
業
を
こ
の
困
難
な
状
況
か

ら
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
？

　

踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
よ
う
に
思
い
、
第
１
回
市
・
町
・
村

代
表
者
会
議
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
出

か
け
た
。

　

南
筑
後
を
皮
切
り
に
、
県
内
６
ブ
ロ
ッ

ク
を
巡
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
必
要
性
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
構
想
、
罹り

患か
ん

者
へ
の
ひ
ぼ
う
中
傷
へ
の
警
鐘
、
家

庭
と
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

や
貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
ら
の
意
見
を
掘
り
下
げ
、
新
し
い

事
業
と
で
き
る
よ
う
に
第
２
回
市
・
町
・

村
代
表
者
会
議
は
ま
た
皆
さ
ん
の
地
域

に
赴
き
た
い
。�

（
Ｏ
）

筑　豊

北九州

京　築

千里眼☆★地獄耳 （あなたもメールで事務局へ投稿を）
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読
書
が
好
き
で
す
。
本
屋
で
背
表
紙
を
な

が
め
て
い
る
だ
け
で
幸
せ
な
の
で
す
。

　

行
き
つ
け
の
本
屋
さ
ん
が
店
を
閉
め
た
の

で
、
移
動
の
途
中
で
寄
れ
る
駅
の
本
屋
が
行

き
つ
け
に
な
り
ま
し
た
。「
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー

は
い
り
ま
せ
ん
。
領
収
書
お
願
い
し
ま
す
」

　

毎
回
ほ
ぼ
同
じ
店
員
さ
ん
な
の
で
何
度
か

そ
う
伝
え
る
と
覚
え
て
も
ら
え
る
と
思
っ
た

の
は
大
間
違
い
で
し
た
。
１
年
が
過
ぎ
て
も

支
払
い
の
た
び
に
「
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
は
？
」

と
初
め
て
の
お
客
に
対
す
る

表
情
と
言
葉
で
す
。
最
初
は

不
思
議
だ
と
思
い
、
少
し
不

愉
快
に
な
り
、
つ
い
に
は
い

ら
立
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま

し
た
。

　

人
生
の
喜
び
の
一
つ
を
失

う
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
降
、
本
は
ネ
ッ
ト
で

の
購
入
で
す
。

　

数
年
前
の
冬
、
鍵
を
持
た

ず
に
出
か
け
、
夜
９
時
過
ぎ

に
帰
宅
し
ま
し
た
。
夫
が
在

宅
な
の
で
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が

甘
か
っ
た
…
。
何
度
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
て

も
反
応
が
な
く
携
帯
電
話
に
も
出
て
く
れ
ま

せ
ん
。
30
分
た
つ
こ
ろ
に
は
身
体
が
冷
え

切
っ
て
し
ま
い
風
邪
を
ひ
き
そ
う
に
。（
別

れ
て
や
る
）
と
思
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に

し
て
も
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
近
く
の
ホ
テ
ル
に
電
話
を
入
れ
、
簡
単

に
事
情
を
説
明
し
て
空
室
は
あ
る
か
と
た
ず

ね
ま
し
た
。「
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
お
部

屋
が
ご
希
望
で
す
か
」
が
相
手
の
反
応
で
し

た
。「
今
説
明
し
た
よ
う
に
…
シ
ン
グ
ル

で
結
構
で
す
」。
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
と
の
言
葉
通
り
、
し
ば
ら
く
待
た
さ

れ
た
結
果
「
満
室
で
ご
ざ
い
ま
す
」
で
終

わ
り
。
一
瞬
相
手
は
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
か
と

思
い
ま
し
た
が
…
。
最
近
の
ロ
ボ
ッ
ト
な

ら
「
お
困
り
で
し
ょ
う
け
れ
ど
…
」
の
一

言
か「
近
く
の
ホ
テ
ル
、お
調
べ
し
ま
し
ょ

う
か
」
と
も
っ
と
親
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
が
さ
れ
て
い
る
は
ず
。

　

私
の
凍
え
そ
う
な
脳
み

そ
が
、
こ
の
人
を
ロ
ボ
ッ

ト
と
替
え
て
よ
と
叫
ん
で

い
ま
し
た
。

　

少
し
前
、
私
が
テ
レ
ビ

番
組
で
料
理
を
担
当
し
て

い
た
こ
ろ
の
出
来
事
。
準

備
室
か
ら
熱
々
の
お
鍋
を

ス
タ
ジ
オ
に
持
っ
て
行
く

と
Ｉ
Ｈ
ヒ
ー
タ
ー
の
上
に

台
本
が
載
っ
て
い
て
鍋
を

置
く
場
所
が
あ
り
ま
せ

ん
。
両
手
も
ふ
さ
が
っ
て

い
る
の
で
、
近
く
に
立
っ
て
い
た
男
性
に

「
そ
こ
の
台
本
退
け
て
く
だ
さ
る
ー
」
と

気
軽
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
思
い

も
よ
ら
な
い
反
応
に
自
分
の
耳
を
疑
い
ま

し
た
。

　
「
僕
の
仕
事
で
は
な
い
で
す
か
ら
」

　

コ
ロ
ナ
も
怖
い
豪
雨
も
、
地
震
も
心
配
。

そ
し
て
、
こ
の
悪
気
の
な
い
、
天
然
と
も

言
え
る
気
遣
い
の
な
さ
も
不
気
味
に
恐
ろ

し
い
。
こ
の
ご
ろ
怒
る
に
怒
れ
な
い
出
来

事
が
増
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

マングースの独り言

ロボットの方が
親切かも

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
の
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
の
生
活
様
式

が
一
変
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
試
練

と
困
難
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
難
題
に
も

皆
さ
ん
の
知
恵
と
工
夫
で
さ

ま
ざ
ま
な
対
応
策
が
と
ら
れ

ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
、
時

差
出
勤
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
々
全
く

新
し
い
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
に
よ
り
、
人
と

人
の
絆
や
相
手
を
思
い
や
り

助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

再
認
識
で
き
た
こ
と
や
、
医

療
関
係
者
を
始
め
他
者
へ
感

謝
す
る
気
持
ち
を
共
有
で
き

た
こ
と
が
、
一
番
の
宝
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。�

（
Ｉ
）

ひとりごと

現場から、切実な報告
第１回市・町・村代表者会議、６ブロックで

「
新
型
コ
ロ
ナ
」「
豪
雨
災
害
」
テ
ー
マ

語
り
合
う
参
加
者

　

福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
県

Ｐ
）の
令
和
２
年
度
第
１
回
市
・

町
・
村
代
表
者
会
議
は
、
７
月

13
日
、
筑
後
市
の
南
筑
後
教
育

事
務
所
で
南
筑
後
地
区
の
会
議

が
開
催
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
例
年
は
６
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
の
開

催
で
す
が
、
こ
と
し
は
コ
ロ
ナ

禍
と
あ
っ
て
分
散
開
催
。
新
型

コ
ロ
ナ
禍
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ

い
て
も
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
初
顔
合
わ
せ
の
場

で
も
あ
る
会
議
。
南
筑
後
ブ

ロ
ッ
ク
の
会
議
で
は
冒
頭
、
松

尾
和
昭
県
Ｐ
会
長
が
「
昨
年
の

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研

究
大
会
で
は
、
南
筑
後
ブ
ロ
ッ

ク
で
２
つ
の
分
科
会
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
全
体
会
の
成
功
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

感
謝
の
意
を
表
明
。
コ
ロ
ナ
禍

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
止
な
ど
が

全
国
的
に
も
続
い
て
い
る
現
状

に
ふ
れ
「
活
動
を
止
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
保
護
者
も
先

生
も
授
業
の
遅
れ
を
取
り
戻
そ

教
育
現
場
の
課
題
が
見
つ
か
っ

た
。（
感
染
者
の
皆
さ
ん
た
ち

を
）
子
ど
も
た
ち
が
ひ
ぼ
う
・

中
傷
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
場
と

開
催
日
は
、次
の
通
り
で
す（
予

定
を
含
む
）。

　

北
九
州
（
７
月
28
日
、
遠

賀
町
中
央
公
民
館
）
▽
北
筑

後
（
７
月
29
日
、
あ
す
て
ら

す　

小
郡
）
▽
筑
豊
（
７
月
31

日
、
筑
豊
教
育
事
務
所
）
▽
京

築
（
８
月
１
日
、
リ
ブ
リ
オ
行

橋
）
▽
福
岡
（
８
月
29
日
、
県

中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」
と

語
り
か
け
ま
し
た
。
続
い
て
県

Ｐ
の
組
織
や
、
委
員
会
活
動
な

ど
の
説
明
と
と
も
に
、
市
町
村

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
間
の
連
携
を
密
に
す

る
と
と
も
に
、
県
Ｐ
と
の
意
思

の
疎
通
を
図
り
、
市
町
村
の
教

育
委
員
会
と
陳
情
・
対
談
を
行

う
こ
と
も
市
・
町
・
村
代
表
者

会
議
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
絡
・
連
携
を
密

に
す
る
た
め
に
メ
ー
ル
シ
ス
テ

ム
へ
の
登
録
・
活
用
の
呼
び
か

け
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
最
後
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
」
と
「
豪
雨
災
害
」

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

「
集
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
困
っ

た
。
第
２
波
、
第
３
波
の
時
に

ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
の
か
教

え
て
ほ
し
い
」「
学
校
の
消
毒

が
大
変
。
人
手
も
足
り
な
い
し
、

予
算
も
限
ら
れ
て
い
て
不
安
」

「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
で
き
る

と
こ
ろ
と
、
で
き
な
い
と
こ
ろ

で
授
業
に
格
差
が
出
る
の
で
は

な
い
か
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

は
教
え
る
側
も
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大

変
」
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

豪
雨
災
害
に
つ
い
て
は
、
飲

食
業
の
男
性
か
ら
「
大
牟
田
に

炊
き
出
し
に
行
っ
た
。
皆
さ
ん

も
よ
ろ
し
け
れ
ば
現
場
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
呼
び

掛
け
や
、
独
自
に
災
害
義
援
金

や
ラ
ン
ド
セ
ル
を
集
め
て
い
る

と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

松
尾
会
長
は
「
私
た
ち
は
、

コ
ロ
ナ
に
学
ぶ
こ
と
も
で
き
た
。


